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　　　F－I3　大正期における婦人抗一一一読売萌聞「婦人酎録」欄を中心乙(.て一一

　　　　　　お茶･^^

　冒的　形式｀§夕にも実賀的iz も両性:(- 平Ir てヽあ・だ明;台2o年以A* 昭和i<!等に至る狛60

年間の日本において、「‘ゑ民生jfe におIt る婦人観j ク､異陣･川-I- びと･（ﾌ）ようなもので

あ->たりリJ.s: おt月趨にさおていない. そこで≒　ぞo μぼ申悶の時期にあ/こる大正前

期ﾌ> －駁新聞にあらわおこ記手を令賄するごと/こよ｀)，i ヵ一倒面と鮮明する.

　お去　大jJ3年4･月3Hヵヽら同7早l2月3□日こえる約5年闇の’読売斡乃帰人耐政

欄^ 1730 奏分と主資辨t Iる記述的令竹で’ある．

　飴－　こ・時期(^婦人観の中核a . 怜･りり専鬘争1 義ヽj ・あった. 大^､6 ^ の

　Γμ時教育会議. t-. 丈●tJi，り7ら出した‘寸子紋I /こ関する答礼It. ’膚体ノ就

念ヲず周､こシ、淑応節禄ヲ重ンスルノ精神? 海参シ……一友末ヲ表メ奢侈J煥s 、>xテ

我衣枚刻度＝遡スルノ衆養^ 与フルこ主カまぞ’a 、良専賢争の老>aLプ（りとする争

で゛h -リI. -≪-子れt Iこおけi　'^良黍^争丿よ、衣族副濃<^ ''it風見i^. 、中享教方の

「’讐支剛健､」なと”と疵んで≒当時の”同体靫唸、に代表!おる体副イガ-オロrーの重

要.な側膏fnこな、てい/; いヽえ､よう．反正ﾃｔクラシ／－ク･.1, ^1 の‘ﾔで’.婦人ａ盲従a

i^i れ、i (A 'anめ、u当然p)参とtて受IT ≪:ら*t な<h'らも. ’｀チを･産ふ膏てる

仇符天賦の々ヽチの性能.』とい'-) ｀天職･・分●乙の大l 支j の前に、人正期･こ葺吹いμ自

t 1^自主性よ. μ馮の片、゛自主(てょく拿たりずた3 ・逢を秀り、an. 社会に＆

>5勾蜜＆-…-a K.
｀良専賢曇」の大きな汰れのりこ泉和さおZいっn．そ( で. ゛や

の生命にも等い･ゝものa と( て0｝rl棟．ゲ. 茂調さ河. 沈かれ弑（リこ･ﾌ･で■･ある.

　　F－14　母と､ﾁの君識のズレカヽら^ 1こ'ゑ村の規子関係

　　　　　　お系の水々大家攻錫沢琢彦　尚知友恵､肴　o鈴木敏､､子

　目的　応､厚半島の一連､村安東で･、溥村家族のま循調査を重ねるうち、法業という生

業+!<｀むちらレ７い心不規則なヽ參庭岳涌、出稼､ぎによる父銃不在家庭等S: a にレ、溥業

汰継湛問廼の実態を知り、親子関係を追ぶする､丈･要を或しぶ。そこでし　曰常の規子の

コミ●－ニケーシ3ソと3- の将来の采池、そレtこれらニ老の件､?.､をな’す学習1こ関する

点を申＼ヽ5ヽとレ犯意繊について。母ヒ3- のズレを趨才･ヽり、眼存の謹砥調±と比彰こレなが

レ社命孤峰的繍条件が変動レ１いi> 科す、ぺ批丿聞係・問題､き､を探ううとレに。

　方体　mi:対象：安東小腰放5年生の児す、安秉中侈城､乙■ヽ3年生<n生徒と々れぞ

仇・）母親　調査方広：上一述の内奈で。同一境a ･ヽら樽成しV- 児童･ 生徒用. 々延片トり

調±蒙を用意に子いよ俘玖で一也いr-記入をぶり. 々托r- Iよ訪問面接調査をレに

調査時期：昭和仏年7 月S s～8 日　分片肌：記入不傅、父親欠謹象族5: 除き（夭､托

出稼ぎヽ不在、よ含む）. 母3- 卜ぺ7 *形成レマい･i ／り・組（有効率ｸl>%）

　結果　I . の刄舛の父銃が出狐甲、竹芦の母規（就タレてぃる　の托子芙に食考1

る率バイ＆く, 騎い､剥食を／んr とる子*)-'卯μ、きょうだい(7) )-/.とが｀//芦もあ。八の母

が3-と鈷レ合う時間lよ「なし」のが芦を含め, 30を以下≪-･"eえ芦で｀ある.これらの失饗ヽ

ヵヽい托子の量的鐘触･よ少いif のk.推戴される. I . そのにめヵヽ、母と子の意･識のー

致今＼よ横破調まより/o～30 μ低く、ズレゼ大きい。レtつヽも、本調査の方が否走的な回

をで一致､レフいる傾向にある,皿. 'Ji､業承継を期待、希望岑る母子li Z. 3例Iリぎ

ず, ヵヽといつX . 岬､業I- 代わる具体釣な肩漸像や展望を見ま､レているわけでλなぺ


